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ふくろい市議会だより

山
梨
幼
稚
園
建
設
に
伴
う
春
岡
土
地
区
画
整
理
事
業

の
計
画
変
更
の
手
続
き
の
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、

建
設
予
定
地
は
高
低
差
が
あ
る
が
支
障
は
な
い
か
。

　
現
在
、県
と
春
岡
土
地
区
画
整
理
組
合
と
で
協
議
し
て
お
り
、10
月
に

は
、区
画
の
形
態
が
確
定
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、用
地
の
高
低
差
を
有

効
に
活
用
で
き
る
よ
う
な
設
計
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
市
民
法
律
相
談
は
、１
週
間
前
に
予
約
を
開
始
し
、先
着
順
で
受
け
付

け
て
い
る
。
１
人
当
た
り
30
分
を
単
位
に
、１
日
6
人
を
適
正
な
相
談
者

数
と
し
て
弁
護
士
に
相
談
を
受
け
て
も
ら
っ
て
い
る
。こ
の
枠
が
す
ぐ
に
埋

ま
り
、次
の
機
会
を
ご
案
内
す
る
こ
と
も
多
い
の
で
、現
在
、も
う
少
し
枠

を
ふ
や
せ
な
い
か
研
究
し
て
い
る
。

総務文教
委員会

通
学
合
宿
は
、子
ど
も
た
ち
が
親
元
を
離
れ
、宿
泊
所
と

な
る
公
民
館
等
か
ら
通
学
す
る
。
子
供
た
ち
の
社
会
性

や
自
主
性
な
ど
を
培
う
の
に
効
果
的
で
あ
る
が
、市
と

し
て
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

出
産
祝
の
メ
ロ
ン
引
換
券
の
う
ち
、実
際
に
引
き
替
え

ら
れ
た
の
は
7
1
1
件
と
の
こ
と
。
引
き
替
え
ら
れ

て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
、ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

総務文教
委員会

民生福祉
委員会

諸井公会堂で行われた通学合宿

出産祝として贈呈されているメロン

統合された簡易水道の笠原水源

　
半
年
以
内
を
目
途
に
引

き
替
え
て
い
た
だ
け
る
よ

う
お
願
い
し
て
い
る
が
、

中
に
は
、お
い
し
い
メ
ロ
ン

を
生
ま
れ
た
子
供
に
食
べ

さ
せ
た
い
と
い
う
親
心
か

ら
、離
乳
時
期
ま
で
引
き

替
え
を
延
ば
す
方
も
い
る

よ
う
で
あ
る
。
出
生
数
約

9
0
0
に
対
す
る
残
り
の

2
0
0
は
、半
年
間
を
猶

予
期
間
と
と
ら
え
て
い
る

方
た
ち
だ
と
考
え
て
い
る
。

弁
護
士
に
よ
る
市
民
法
律
相
談
の
予
約
が
取
り
に
く
い

と
の
声
が
あ
る
が
、ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

民生福祉
委員会

　
現
在
の
公
設
市
民
農
園
に
つ
い
て
は
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る

と
判
断
す
る
。
将
来
的
に
は
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
く
る
と
思
う
が
、民
間

の
協
力
を
い
た
だ
い
た
中
で
農
園
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

市
民
農
園
は
、将
来
需
要
が
ふ
え
て
く
る
と
思
う
が
、

現
在
の
66
区
画
で
需
要
が
満
た
さ
れ
て
い
る
の
か
。

建設経済
委員会

私
設
簡
易
水
道
が
公
営
の
簡
易
水
道
に
統
合
さ
れ
た

が
、上
水
道
と
の
統
合
の
時
期
は
い
つ
頃
に
な
る
か
。

水
道
料
金
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
。

建設経済
委員会

　
通
学
合
宿
は
、県
事
業

で
あ
る
た
め
、主
催
者
側
の

各
種
育
成
団
体
と
県
と
の

間
で
申
請
手
続
き
等
を
行
っ

て
い
る
。
有
意
義
な
事
業
で

あ
る
た
め
、今
後
、市
も
積

極
的
に
係
わ
り
地
域
に
広

が
っ
て
い
く
よ
う
努
め
る
。

　
来
年
度
か
ら
上
水
道
の

中
へ
組
み
入
れ
て
い
く
考

え
で
い
る
。
水
道
料
金
は
、

21
年
度
統
一
す
べ
き
で
あ
る

が
、平
成
22
年
4
月
か
ら

上
水
道
料
金
を
一
元
化
す

べ
き
作
業
を
進
め
て
い
る
。

21
年
度
は
1
市
3
制
度
で

対
応
し
、22
年
度
か
ら
全

市
統
一
料
金
と
す
る
予
定

で
進
め
て
い
る
。

ふくろい市議会だより

　9月定例会における常任委員会は、9月11、12日に開催
され、各議案の審査等を行いました。
　また、最近開催された特別委員会での主な内容は、P.13
下段のとおりです。

袋井市民病院問題
特別委員会より

袋井駅南地区まちづくり
特別委員会より

企業立地対策
特別委員会より

　第7回掛川市・袋井市新病院建設
協議会（8/7開催）で建設候補地8
箇所が示され、次回以降に継続協議
となった旨、当局から報告があった。
　これを受け、第8回の協議会
（10/3）に臨むにあたり、建設候補
地については「人口重心点付近の小
笠山総合運動公園内を主張しつつ、
エリアを少し柔軟にとらえることも
必要」、「他の候補地についても協
議会でどう整理されているのか確認
が必要」など、様々な意見が出された。
　また、市長から、新病院が建設され
た際の現市民病院については、１次
医療や１次救急医療を担う役割、リハ
ビリ・療養機能を持つ病院とし、(仮称)
総合健康センターとの連携が保たれ
るようにしたいとの意向が示された。

（9/19開催）

　国と鉄道事業者による自由通路
の整備及び管理に関するルール化
については、当局から「本年6月末
までにルール化を図る予定であっ
たが、再度期限を延長し、協議をし
ている。最終決定は未定である。」
との報告があった。
　これに対し委員から、「最終的に、
どのくらい遅れることになるのか。」
との質問があり、当局から「現時点で
１年半くらい遅れている。ルール化
後の事業再開に向けたＪＲ東海と
の協議機関を考えると2年以上お
くれるのではないか。」との回答が
あった。

（8/27開催）

　にぎわい新都心まちづくり事業
（国本地区）の状況について、地権
者会の設立に向けた準備をしてい
るが、設立まで至っていないとの
報告があり、委員からは、「まず、地
元を固め、課題や手順を整理し、全
力で進めていただきたい。」との意
見が出された。
　また、企業誘致の現状については、
「山科東工業団地」を平成21年3
月の分譲を目指して工事中であり、
今秋に公募要項を定め公募してい
きたいとの報告があった。

（7/28開催）
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